
研究開発の推進

a.気候変動に係るリスク評価の基盤となる情報を収集・整備するとともに、予測情報の高精度化
のための研究開発を推進

b.海底を広域調査する研究船、有人潜水調査船や無人探査機等のプラットフォーム及び最先端
センサー技術を用いた広域探査システムを開発・整備

c.平成30年度から新たにSIP「革新的深海資源調査技術」を立ち上げ、これまで培った海洋資源調
査技術、生産技術等を更に強化・発展させ、水深2000m以深の同技術の開発・実証に向けた取
組を進める

d.海洋生態系の構造と機能及びその変動の様子を総合的に理解するための研究開発を推進
e.地震・津波のリアルタイム観測が可能な海底観測網（S-net及びDONET）を運用
f. 高波、高潮等の予測情報、津波警報、海洋環境情報の高度化等に関する研究を実施
g.独創的で多様な基礎研究を広範かつ継続的に推進するための取組を強化
h.国際深海科学掘削計画（IODP）を推進し、「ちきゅう」等による海洋掘削を実施するとともに、全
地球内部ダイナミクスモデルの構築とその理解の推進を図る

i. 専門性と俯瞰力を持った海洋科学技術に携わる人材の質と層を向上

j. 大学及び大学院において、学際的な教育及び研究が推進されるようカリキュラムの充実を図る
とともに、インターンシップ実習の推進や社会人再教育等の実践的な取組を推進

k.深海等の未知の領域を効率的に探査するためのシステム運用を実施
l. AUV、遠隔操作型無人探査機（ROV）、有人探査機、試験水槽等の研究プラットフォームの整
備・運用

m.大容量の海洋データの送信を行うための衛星を活用した高速通信技術に係る研究開発を推進
n.ビッグデータ、AI等の超スマート社会を支える基盤技術の強化を図るため、先端的な融合情報
科学を推進
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海洋科学技術に関する研究開発の推進



Society5.0

「超スマート社会」の実現（Society 5.0）
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■世界では、ものづくり分野を中心に、ネットワークやＩｏＴを活用していく取組が打ち出されている。
我が国ではその活用を、ものづくりだけでなく様々な分野に広げ、経済成長や健康長寿社会の形成、
さらには社会変革につなげていく。また、科学技術の成果のあらゆる分野や領域への浸透を促し、
ビジネス力の強化、サービスの質の向上につなげる

■サイバー空間とフィジカル空間（現実社会）が高度に融合した「超スマート社会」を未来の姿として
共有し、その実現に向けた一連の取組を「Society 5.0」※とし、更に深化させつつ強力に推進

■サービスや事業の「システム化」、システムの高度化、
複数のシステム間の連携協調が必要であり、産学官・関係
府省連携の下、共通的なプラットフォーム（超スマート社会
サービスプラットフォーム）構築に必要となる取組を推進

※狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続くような新たな社会を生み出す変革を科学技術イノベーションが先
導していく、という意味を持つ

超スマート社会
サービスプラットフォーム

新サービス向け
規制・制度改革

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、ﾃﾞｰﾀ
ﾌｫｰﾏｯﾄ標準化

情報通信基盤
の開発強化 人材の育成

〔測位・認証等の既存システムも活用〕

統合型材料開発
システム

エネルギー
バリューチェーン 新たな

ものづくりシステム
高度道路交通
システム

地域包括
ケアシステム

自然災害に対する
強靭な社会

おもてなしシステム

インフラ
維持管理・更新

スマート・フード
チェーンシステム

地球環境情報
プラットフォーム

スマート生産
システム

新しい事業･サービス

セキュリティの
高度化・社会実装

標準的データ
の活用



平成30年度から新たにSIP「革新的深海資源調査技術」を立ち上げ、これまで培った海洋資源
調査技術、生産技術等を更に強化・発展させ、水深2000m以深の同技術の開発・実証に向けた
取組を進める。

第1期SIP
（2000m以浅）

第2期SIP
（2000m以深）

沖縄海域

伊豆・
小笠原海域

南鳥島海域

SIP「革新的深海資源調査技術」

革新的深海資源調査技術

１６


	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

